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先週は「最強寒波」に登下校の心配な日々が続きましたが、雪や寒さでのケガや事故はなく
ホッとしました。子供たちは、心配をよそに水たまりが凍ったところで、スケートのまねをし
て楽しんでいました。子供たちは元気いっぱいです。
今日は節分。明日からは暦の上では「春」です。今週はずいぶん寒さが和らぎましたので、

このまま春に向かって暖かな毎日であることを願います。

１年 凧づくり＆凧揚げ
１月１８日に、天草凧の会の吉森安隆さんと天草文化交流館の池田

さんが、１年生に凧の作り方を教えてくださいました。１年生は、あらか
じめ新春にぴったりのうさぎの絵や２０２３の文字などを描いており、紙
を凧の形に切るところからスタート。次に、切った紙を裏返し竹の骨を
つけました。そして、しっぽをつけ、最後に凧糸を取り付けて完成。みん
な上手にできました。
その後、早速運動場に出て凧を飛ばしました。この日、朝は風がな
かったのですが、子供たちが運動場へ出るとちょうどよい風が吹き始
め、走らなくても上手く凧が揚がりました。１年生は大喜び。
吉森さんが連凧も揚げてくださいました。

給食週間
１月２４日の給食記念日に合わせ、給食についての関心を高め、感謝の
気持ちを深めるために、２３日～２７日を給食週間として、以下の取組をし
ました。
○「食育」や「給食」に関する学習
○給食集会
○給食センターの方に感謝の手紙を送る
○ふれあい給食
４年生が教育委員の吉森啓司さんと一緒に給食を食べました。
○食事のマナー指導

給食集会には、学校栄養職員の池田晴香先生が来てくださり、栖本
給食センターでの調理や調理員さんのことをスライドを使って教えてく
ださいました。内容は、次のとおりです。

★３１０人分の給食を１２人で作っていること
★調理の前はエアシャワーでゴミを吹き飛ばすこと
★手洗いは２回、肘まで洗うこと
★野菜は３回洗うこと
★調理員さんのやりがいは試行錯誤して上手に調
理すること

★調理で大変なメニューはパイシチュー
★お願い（残さず食べてほしい。苦手でも一口食べてみる。
食器をきれいにする。）
また、給食委員さんが給食クイズも出してくれました。給食への関心が
高まった集会となりました。



行事予定 ※行事は変更になる可能性があります。

２月
２日（木）新入生入学説明会（６年）倉岳中
３日（金）新入生体験入学（新１年）
１０日（金）天草未来大橋渡り初め （１・２年）
１５日（水）学力検査（国）
１６日（木）学力検査（算）
２０日（月）クラブ活動
２２日（水）児童総会

３月
２日（木）授業参観・懇談会・ＰＴＡ総会
３日（金）送別遠足
６日（月）委員会活動
８日（水）地区児童会
２３日（木）修了式
２４日（金）卒業式

【熊日学童スケッチ展】
奨励賞１年 花畑さん １年 桐本さん ３年 濱﨑さん

４年 松﨑さん ６年 笠松さん

佳作 １年 山並さん ２年 中村さん ２年 別城さん

２年 山方さん ２年 山並さん ２年 坂口さん

３年 浜口さん ３年 野首さん ３年 中村さん

４年 森枝さん ４年 山並さん ５年 小平さん

６年 山並さん ６年 松﨑さん

熊本県学力調査の結果について
１２月に３～６年生を対象として実施した「熊本県学力調査」の結果をお知らせします。
【国語】
〈よくできていたところ〉
◎登場人物の気持ちをとらえる（３年、５年） ◎段落の内容をとらえる（３年、４年）
◎ＣＤを聞き内容をとらえる（３年、４年、６年） ◎事実を伝える文章を書く（４年）
◎文章構成をとらえる（５年） ◎意見と理由を明確にして文章を書く（５年、６年）
〈課題〉
▲自分の考えを書く（３年） ▲登場人物の行動や気持ちをとらえる（４年）
▲ＣＤを聞き内容をとらえる（５年） ▲文章構成をとらえる（６年）

【算数】
〈よくできていたところ〉
◎1000倍した数を理解（３年） ◎適切な単位を使う（３年） ◎文章問題の立式（３年、４年、５年）
◎分配法則を用いた計算（４年） ◎角度を求める（４年） ◎平均を求める（５年）
◎比例（5年） ◎対象な形（６年） ◎分数のかけ算、わり算（６年）
◎円の面積、角柱の体積（６年）
〈課題〉
▲数直線に示された数の読み取り方（３年） ▲ひし形の作図（４年）
▲直方体を組み合わせた形の体積（５年） ▲比と比の値（６年）

【i-check】･･･生活面、対人関係面に関する調査
◎規範意識（きまりを守る、あいさつ等） ◎学習習慣 ◎学級の絆
・自己肯定感が低い児童が数名いる
・つらいときや困っていても相談できずにいる児童が数名いる 等

これらの結果は、本校の傾向であり、一人一人を見ると課題は違います。今後は、一人一人の課

題に応じた取組を行っていきます。また、i-checkから見えた子供の生活面、対人関係面での心配事
を把握するとともに、どう対処していくかを共に考えていきたいと思います。


